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社会へのメッセージ性の高い建築デザイン及びプロダクトデザイン開発プロセスの研究
ケーススタディ l : AXIS 「金の卵」学校選抜オールスターデザインショーケース
森下員行・太田民雄
l はじめに 3.1.5 作品プレゼンテーション及び 「金の卵」サロ ン
超成熟社会においては、かつての大量生産大量消費を 9 月 2 日 （土） 8 名 14 00 ~ 19 00 、 9 月 7 日 （木）
前提とした建築デザイン及びプロダクトデザインの手法 7 名 18 C D ～ 20 ・ 30、 9 月 9 日（土） 13 名 14 00 ~ 
はすでに過去のものと考えられる。 これからのデザイ 19 00 
ナーには公共的、社会的な役割が大きく期待されるため、 3.1.6 主催 ・ 企画 アクシスギャラリー、
新時代に適合したデザインプロセスの研究を行う 。 3. 1.7 協力 財団法人日本産業デザイン振興会、社団
2.研究概要と計画
現代社会が抱える様々な問題点や課題の中から 、 社会
へのメッセージ性の高いテーマを抽出し、実習課題とし
て取り組む。 その成果の客観性を確保するため、外部展
示会にデザイ ン実習の成果を提示し 、 企業デザイン部門
およびフリーランスデザイナー、教育関係者などからの
外部評価を受ける 。 さらに評価情報をフィ ードパックし
て PDCA サイクルを繰り返すことで、より社会ニー ズ
に適合したデザインプロセスに近づけてゆくことが可能
になると考える。 研究対象のケーススタディとして、本
年度は株式会社アク シス主催の「金の卵 学校選抜オー
ルスターデザインショーケース」への出展参加に取り組
むことで、 具体的な成果の検証を行う 。
2.1 1 研究対象授業
建築デザイン実習 3 及びプロダクトデザイン実習 3
2.1.2 計画日程／内容
平成 18 年 4 月 15 日ア クシス応募
平成 18 年 5 月 21 日課題説明会実施
平成 18 年 6 月 30 日審査提出物提出 （各コース l 点）
平成 18 年 8 月 29 日 ～ 9 月 1 7 日アクシスギャラ リ ー展
平成 18 年 9 月 9 日ギャラ リ ープレゼンテーション
平成 18 年 11 月 1 日デザイン情報誌「八XIS」 11 月号発
:FIJ 
平成 18 年 11 月 6 日アクシス報告書入手
平成 18 年 12 月 26 日学長報告会
3.研究対象展示会概要
3.1 1展示会名称：金の卵学校選抜オールスターデ
ザインショ ーケース
3.1.2 会期 2006 年 8 月 29 日 （火）～ 9 月 1 7 日 （日）
3.1.3 会場東京都港区六本木 5-17- 1 アクシスビル
4F アクシスギャラリー TEL 03-5575-8655 
3.1.4 オープニングレセプション 8 月 29 日 （火）
'l\i的RISHITA I asayuki. OHTA Tamio デザイン工学科
法人日本インダスト リ アルデザイナー協会、株式会社
トウールズ
4. 考察 （ア クシス報告書より一部抜粋）
4.1 参加大学 岡山県立大学、金沢美術工芸大学、静岡
文化芸術大学、 女子美術大学、千葉大学、筑波大学、 東
北工業大学、名古屋芸術大学、名古屋市立大学、 武蔵野
美術大学、明星大学計 11 校 20 名
4.2 来場者数約 1600 名
4.3 来場企業 キャノン、ソニー、東芝、日本サムス
ン 、 本旧技研、ダイ ハツ工業、トヨ夕、スズキ、富士重工、
富士ゼロックス、シチズン時計、セイコー ウォッチ、松
下電工、松下電器、目立、リコー、パイオニア、 TOTO 、
NTT ドコモ 、 KONAMI 他
4.4 パブリシティ テレビ東京「デザインチャネルJ
( 9 月 29 日 ） 、山陽新聞（ 9 月 14 日夕刊） 、 「夏イベン ト
ぴあ」「連休ぴあ」 、 産業デザイン振興会メールにユース、
六本木経済新聞（Web） 、デザイント ープ（Web ） 他
4.5 アンケー卜結呆
4.5.1 性別職業男性 325 、 女性. 304 不明 16
デザイナー（インハウス）:59 デザイナー（フリー）
15 学生 389 その他（教員） 66 不明 16 
4.5.2 企画内容非常に良い 196 良い 389 良く
ない 13 無回答 47 
4.5.3 個別意見
・ 大学の特色（教育）は分かったが、同時に画一的な傾
向は危険、 学生らしい着目点、 － 大学問交流を通じて全
体レベルアップに貢献、 テーマが良いが難しい、 － 教員
の資質が伝わる、 3 年生作品は貴重で リクルートに活
用できる、－他校の学生作品が一同に見られる機会、 ・ コ
ンセプトはプロ並み、 － 自由な発想で問題を改善する意
欲感じる 、・ デザイナーへのステップアップの機会、 デ
ザイナーとのコミュニケーション不足、プロダクト ／ イ
ンテリア以外の分野も展示希望、 大学と企業の交流の
場が必要、・ デザインしたところで終わっているので、
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検討を反映するプロセスが必要、 意外性が少ない
4.5.4 興味を持った作品 （上位 10 位）
① POPET:244 、 ② FILL AIR:200 、 ③ Curv巴
が適するが、受験牛ーに対しては効果が薄いので日IJ の手段
が必要になる 。
Socket:198 、 ④ プロテクタブルランドセル ・ 142、 ⑤ 参考文献
sera 金沢におけるコミュニケーシヨンツール 126、 ⑥ 1 ） アクシス「金の卵学校選抜オールスタ ー デザインショー
SHAKKEI:101 、⑦文房具の Re dcsign:96、③病院薬のパッ ケース l 報告書
ケージデザイン ・ 87、 ① Cookey:73、⑩ onis:70 リスト 2 ） アクシス「金の卵」 パンフレツト
から来場者の興味の傾向が推測されるが、どうしてもユ 3 ） アクシス 2006 年 11 月号
ニークなアイデアやコンセプトカの高い作品に支配され
ている。 地域や社会との関わりがはっきり提示できてい
る作品が少ない。
4.5.5 「世直し」テーマ性の分析
①環境 7 点 （資源保全 3 、エネルギー 2 、コミ斗ニ
ケーション l 、教育 1 ）②防災 5 点 （避難 2 、救助 l 、
消火 l 、 防止 l 、）③地域交流 3 点 （コミュニケーシヨ
ン 3 ）④家庭 3 点 （情報 1 、 料理 l 、家具 1 ） 、 ⑤共存
l 点 （車 1 ） 、 ＠ユニバーサルデザイン l 点 （病院 1 )
一番多いのは「環境j に関するテーマで、ある 。 その問
題点と解決の方法にはかなりの多様性がみられる 。 各大
学の教員の特性に拠るものであるが、現時点での学生の
社会性を分析する上で参考になる。 次は「防災」である 。
名古屋市立大学は地域性を反映して 「防災」を実習課題
として捉えている 。 3 番目は、「地域交流」である 。 コミュ
ニテ ィ におけるコミュニケーションの重要性が取り上げ
られている 。 今回「ユニバーサルデザイン」は 1 件だけ
で、企業等の取組みが進んだことで、社会的テーマとし
ての魅力度が低下していると考えられる。
5 結論
5. 1 テーマについて
社会的なテーマにするとやや面白みの欠ける傾向にな
りがちだが、一番の意義はデザイン教育本来の目的だけ
でなく、社会的テーマを学習するということにより、デ
ザインと地域や社会との関わりを学ぶことである。
5.2 外部評価の効果性について
大学のブランド力向上に直接的な効果が考えられる
公立行政法人化そして少子社会化という前提条件から、
より生き残りのための戦略的なコミュニケーシヨン活動
が必要とされている。そのため、大学のステークホルダー
として考えられる企業デザイン部門 （就職面） 及び受験
生 （入学面） に対する認知度アップというこ者に対して、
ブランド力向上で直接的な効果があると考えられる 。
5.3 今後の外部評価の課題について
今回の試みでは、大学のブランド力向上に関して、入
試と就職といっ た両面性が確保できていない。 企業デザ
イン部門に対ーしては、 AXIS のようなデザイン情幸R機関
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・建築デザインコース 3 年 務藤主水
l デザインコンセプト 「Inner BoxJ 持続可能な建
築へのケーススタデイ 出石小学校（岡山市・廃校）の
再生計画
2 . 着目 Lた社会における問題点
今日「建築」が抱える問題点としては、「スクラップ
＆ビルド」 の考え方を基盤とするものが大勢である。 こ
れからの社会を考えた場合、持続可能な建築とはどのよ
うなものかという視点や考え方を大切にした。
3. 問題点に対するデザイン的解決方法
老朽化し、解体間近な建築に対して、現在社会が要請す
る用途（保育施設）を考えた、新しいプランニングと新
鮮なファザードにより再生を試みたことである。
4 提案するデザインによってどのように世の中がよ
くなるのか？
①古いものを簡単に捨てて良しとしない心の持ち方を
学び、習得する。②再生により 、 これからの地球が抱え
るエネルギー問題を解決する一助になる。③優れたデザ
イン提案により持続可能な建築を作り出すことができ
ることを示す。 以上により、貴重な建築資産の保存 ・ 再
生と新しいニーズの両面を同時に実現することによ っ て、
社会に役立つことを問いたい。
指導教員 太田民雄（教授）
．プロ ダク トデザインコース 3 年 山本貴裕
l デザインコンセプト 。 使い捨てライフスタイルへ
の警鐘「マイ ・ サスティナブル・スティック」
2 着目した社会における問題点
現在、 我が固では年間約 250 億膳もの「割り箸」が消費
され、その 97%が中国からの輸入である。 中国では箸
製造を目的として森林伐採が行われ、 貴重な資源が失わ
れている 。 我が国での「割り箸」の大量消費は国境を越
えた環境問題となっている。
3 問題点に対するデザイン的解決方法
環境活動家を中心に「持ち箸 （My Hashi ） 運動」が呼
び掛けられた。 そこで、大量消費、使い捨てライフスタ
イルのシンボルでもある「割り箸」の使用に対して、よ
り積極的な警鐘を与えるために、新しい持ち箸「マイ ・
サスティナブル・スティァク」を提案した。
4 提案するデザインによってどのように世の中がよ
くなるのか？
魅了的な、新しい持ち箸「マイ ・サスティナブル ・ スティッ
ク」の購入・利用が促進し、貴重な森林資源の枯渇防止
と竹林の保護と活用が同時に実現するとともに、使用者
のエコロジーへの意識も向上することが期待される。
指導教員 森下長行 （教授） 村木克爾 （助教授）
三原鉄平 （助手）
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